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背景
►前提

• ⽶国在住の開発者を対象とし，⽶国での⼤⿇使⽤に焦点を当てている

►1996年以降36の州で医療⽤として，17の州で嗜好⽤として⼤
⿇が合法化

医療⽤⼤⿇の利点[47]
嗜好⽤⼤⿇の可能性[9][41]

17年間で⼤⿇使⽤率が6.5%増加[26]
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背景
►嗜好⽤⼤⿇の使⽤要因

• 娯楽，興味，睡眠/休息の向上 など要因は幅広く存在[41]
• クリエイティブな仕事，パフォーマンス向上などの可能性

►⼤⿇とソフトウェア開発
• シリコンバレーの薬局での⼤⿇の被処⽅者の約40%がエンジニア[59]
• プログラマーの約10%が違法薬物を使⽤（直近1年以内）[32]
• ⼀般的には⼤⿇は創造性を向上させると信じられている[22]

►⼤⿇とソフトウェアの直接的な関係を調査した研究はない
• ソフトウェアエンジニアリングにおける⼤⿇の普及率，使⽤動機，⽂
化に関する疑問は未解決
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実験対象
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GitHub，⼤学，企業から募集

803⼈のプログラマーが対象

※⼤⿇の使⽤経験は問わない
※匿名性，機密性を確保



RQ

►⽬的
• プログラミング環境における⼤⿇の使⽤率や認識を明らかにする

►RQ1：プログラマーはプログラミング中に⼤⿇を使⽤するか

►RQ2：プログラマーはどのような作業で⼤⿇を使⽤するのか

►RQ3：プログラマーはなぜ⼤⿇を使⽤するのか

►RQ4：プログラミングの⼤⿇使⽤に対する意⾒は⽴場（管理
職，社員，学⽣）で異なるか
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RQ1

RQ1:プログラマーがコーディング中に⼤⿇を使⽤するか

►⼤⿇使⽤経験者は69%
►プログラミング中に⼤⿇を使⽤したことがある⼈は35%

• ⼤⿇使⽤経験者の約半数

►⼀般集団の18〜25歳が過去1年間に⼤⿇を使⽤した⼈は35%[26]

→プログラマーでは54%
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RQ1

プログラマーがコーディング中に⼤⿇を使⽤するか

►プログラミング中に⼤⿇を使⽤する頻度も調査(過去1年間)
• 12回以上は53%
• 週に２回以上は27%
• ほぼ毎⽇は11%
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RQ1

プログラマーがコーディング中に⼤⿇を使⽤するか

►プログラミング関連の仕事で約29%が薬物検査を受けた経験
• ⼤⿇を使⽤している開発者は検査がある仕事の応募を避ける可能性

►プログラミング中の⼤⿇使⽤⽐率
• ⼥性より男性が⾼い
• ⼀般集団でも同様
• トランスジェンダーの参加者は他の集団より⼤⿇使⽤率が有意に⾼い

►年齢と⼤⿇使⽤率にも僅かな有意な正の相関
• OSSコミュニティが⼤⿇使⽤率がやや⾼い
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RQ2

RQ2:プログラマーはどのような作業で⼤⿇を使⽤するのか

►プロジェクトタイプ，タスクタイプで分類

►個⼈的なプログラミング作業中の⼤⿇使⽤が63％
• 企業の薬物対策の影響である可能性
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RQ2

RQ2:プログラマーはどのような作業で⼤⿇を使⽤するのか

►ソフトウェアタスク
• ブレーンストーミングや単純作業の際に⼤⿇を使⽤
• 品質保証．要件定義，納期前ではあまり使⽤しない
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創造的で⾃由度の⾼いタスクで⼤⿇を使⽤し，
時間や安全が重要なタスクでは使⽤しない傾向



RQ3

RQ3:なぜ⼤⿇を使⽤するのか

►使⽤動機
• プログラミングをもっと楽しくしたい
• クリエイティブにプログラミングしたい

►効果
• 広く物事を考えることができる
• 考えを整理できる
• 集中⼒が⾼まる

• 短期記憶に悪影響が出る
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RQ4

RQ4:⼤⿇への認識

►⼀般集団の認識
• 60％の⼈が⼤⿇は娯楽⽤も医療⽤も合法であるべき[56]
• 29％の⼈が週２回程度の⼤⿇使⽤が⼤きなリスク

►プログラマー
• 91％の⼈が⼤⿇を合法にすべき
• 5％の⼈が週２回程度の⼤⿇使⽤が⼤きなリスク
• 実際に⼤⿇を使⽤する開発者が周りに働いている
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RQ4

RQ4:⼤⿇への認識

►⽴場別に評価（管理職，従業員，学⽣）
• リッカート尺度で5段階評価

►管理職
• ⼤⿇を使⽤している従業員への不⽀持度は中⽴からやや不⽀持度
• 従業員から⼤⿇を使⽤している管理職への評価でも同様
• ⽣産性が低下したという報告は3％
• →その部下を叱責したのは1⼈の管理職のみ

►学⽣
• ⼤⿇使⽤率，頻度は企業の開発者と同程度
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議論
►ソフトウェア企業は他の産業界に⽐べれば薬物ポリシーがゆ
るい傾向
• しかし依然として薬物規制は⼀般的

►企業の薬物ポリシーと開発者の⼤⿇への認識が⾷い違う
• 応募者の減少，⼈材不⾜へつながる

►⼤⿇の使⽤が与えるタスクへの影響
• 世界のほとんどの地域で法的に困難

14



妥当性への脅威
►⾃⼰選択バイアス

• ⼤⿇使⽤者(肯定派)は⾮使⽤者(否定派)よりも参加する可能性が⾼い
• ⼤⿇使⽤者は報復を恐れて使⽤を報告したがらない可能性

►リモートワークがプログラミング中の⼤⿇使⽤者を増加させ
ている可能性

►⼤⿇の使⽤とコード品質の関係を今後調査
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所感
►タイトルが衝撃的すぎたので読んでみた

►難しい技術は使⽤していないので内容は分かりやすかった

►⽇本では絶対にできない調査なので読んでいて⾯⽩かった
• ICSEのTechnical Paperでこれが採択されるのかーとも思った
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